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［方法］ 45匹のWistar Kyoto (WKY）ラットにラビット抗ラット GBM抗血
清を静注し（DayO）、 MSC治療群とコントロール群に分けた。治療はDay4
にMSC(human MSC, 3×10＇個／ラット）を単回静注し、 Day7とDay13にお
ける腎炎抑制効果について検討した。
［結果］ DaげではMSC投与群において、有意に 1)尿蛋白減少、 2）腎重
量軽減、 3）糸球体腫大の軽減、 4）糸球体内EDI陽性細胞（マクロファー
ジ）、 CD8陽性細胞、 TUNEL陽性アポトーシス細胞の減少、 5）腎皮質内INF-
α、IL-IβmRNA発現低下、 6）血清IL-17値の低下、腎皮質内 IL-17mRNA
発現の低下、血清 IL-10値の上昇、腎皮質内 IL4、Foxp3mRNA発現の上
昇を認めた。 EDIと IL-I8の免疫組織二重染色では局在を同じくし、 EDI
とともに IL1 β染色性の低下を認めた。 Dayl3では血清Cr値、半月体ス
コア、腎皮質内線維化マーカー（collagentype I、II I、TGF-fl) mRNA 
発現の低下を認めた。また、蛍光色素標識MSCを用いたMSCの動態の解析
では投与5時間後に糸球体内、間質に局在を認め、それは48時間後まで
同様に持続した。肺、肝臓、牌臓では、 MSC投与 13日後までその局在が
みられた。
［結論］ラット抗GBM抗体腎炎におけるMSCの治療効果が示された。その
メカニズムに抗炎症作用に加え免疫調節作用（Thl/Th2およびTh17/Treg
バランスの是正）が関与することが示唆された。

